
（18）財団法人 鳥取県栽培漁業協会経営状況報告書

一 法人の概要

１ 名 称 財団法人 鳥取県栽培漁業協会

２ 目 的 水産動植物の種苗を生産するとともに、漁場の開発に努めることによ

って、栽培漁業を促進し、もって沿岸漁業の振興に寄与することを目的

とする。

３ 設立許可年月日 昭和５６年３月２５日

４ 設立登記年月日 昭和５６年３月２７日

５ 基 本 財 産 出えん金 ２３２，８５０，０００円

鳥 取 県 出 え ん 金 ２１８，０００，０００円

関係市町村出えん金 １１，６００，０００円

漁業協同組合出えん金 ２００，０００円

漁業関係団体出えん金 ３，０５０，０００円

６ 役 員 理 事 １０人 監 事 ２人

理 事 長 伊 藤 美都夫（鳥取県漁業協同代表理事組合長）

副理事長 奥 谷 博 之（鳥取県漁業協同組合東支所長）

専務理事 古 田 晋 平（鳥取県栽培漁業センター所長）

理 事 榎 本 武 利（岩美町長）

〃 田 中 満 雄（琴浦町助役）

〃 竹 本 智 海（境港市助役）

〃 船 本 幸 作（鳥取県漁業協同組合副組合長理事）

〃 辰 己 武 (鳥取県漁業協同組合酒津支所長）

〃 中 嶋 辰 雄（鳥取県漁業協同組合泊支所長）

〃 濱 邊 隆 俊（鳥取県漁業協同組合淀江支所長）

監 事 馬 壁 聰之介（鳥取県公社・事業団等監事室監事）

〃 吉 本 幾 雄（鳥取県信用漁業協同組合連合会常務理

事）

７ 職 員 １０人

８ 事 務 所 東伯郡湯梨浜町大字石脇１１６６番地



二 平成１６年度事業実施状況

１ 受託事業

(1) 種苗量産化試験

メガイアワビ 殻長 ３０㎜ ２０千個

バ イ 殻高 ８～２５mm ４５千個

オニオコゼ 全長 ５６mm ８千尾

イ ワ ガ キ 殻長 １０mm ７．８千個

稚貝付着ホタテ殻 １千枚

(2) とっとり賀露かにっこ館飼育管理業務

「とっとり賀露かにっこ館」で展示するカニ類等の水産生物を収集し、それらの飼育

を行うとともに、かにっこ館の管理運営業務を行った。

(3) 漁場管理技術指導

アワビ（１５地区 、サザエ（１１地区）において放流前の外敵駆除及び放流時の立会）

い指導、その後の生残状況調査を実施した。

クルマエビ（１地区）の囲い網設置と収容時の立会い指導、育成状況把握と生残状況

調査を実施した。

(4) 増養殖技術普及指導

ヒラメ（３経営体）、クルマエビ（１経営体）、アワビ（２経営体）、カサゴ（１経営

体 、オコゼ（１経営体）など、養殖技術の指導を行った。）

イワガキ栽培促進事業、及び付着試験に取組む地区（延べ５地区）への技術指導を行

った。

(5) アラメ種苗生産及び中間育成

種糸１５０ｍを生産し、中間育成を行った後、株縄２９７ｍと苗板１００枚にして県

に引き渡した。

(6) アラメ藻場造成事業

株縄と苗板を、網代、浦富、羽合などに設置した。

また、藻場造成活動に取組む浜村、泊、赤碕地区で技術指導を行った。

(7) 標識用クルマエビの中間育成

体長５７．５～７０．０mmまで中間育成し、１２０千尾を県に引き渡した。

(8) 施設の維持管理

種苗生産などに係る施設の維持管理及び保守は、施設・機器の点検手入れ基準に従っ

て行い、その適正な運転を確保した。



(9) カサゴ中間育成事業

漁業者からの委託を受け、３５mmから８０mmまで中間育成した後、１０千尾を引き渡

した。

２ 補助事業

(1) 放流用種苗生産

クロアワビ 殻長 ２２mm １２千個

〃 ３０mm ９９．５千個

サ ザ エ 殻高 ６mm ４．０千個

〃 ９mm ２９３．５千個

クルマエビ 体長 ２８mm ２，６００千尾

(2) 養殖用種苗生産

全雌ヒラメ 全長 ５０～１００mm １８千尾

(3) 養殖開拓事業

養殖ヒラメ ４，１６１尾 １，９８４．３kg

３ 栽培技術実証研修

種苗生産に係る最新技術の情報の収集及び新技術の実証研修を実施した。



備　考

円 円 円

Ⅰ　県支出金収入 81,095,000 72,793,632 8,301,368

　１　県補助金収入 65,783,000 59,169,048 6,613,952

15,312,000 13,624,584 1,687,416

Ⅱ　諸収入 5,229,000 5,247,649 △ 18,649

　１　諸収入 5,229,000 5,247,649 △ 18,649

Ⅲ　生産収入 13,441,000 15,565,337 △ 2,124,337

　１　生産収入 13,441,000 15,565,337 △ 2,124,337

収

Ⅳ　中間育成収入 258,000 331,800 △ 73,800

　１　中間育成収入 258,000 331,800 △ 73,800

入

当期収入合計(A) 100,023,000 93,938,418 6,084,582

前期繰越収支差額 0 0 0

収入合計(B) 100,023,000 93,938,418 6,084,582

決算額 差　異

財団法人　鳥取県栽培漁業協会
収　支　計　算　書

（平成１６年４月１日から平成１７年３月３１日まで）

　２　県受託金収入

科　　　目 予算額



備　考

円 円 円

Ⅰ　協会運営費 61,182,000 60,190,886 991,114

　１　職員費 51,843,000 51,216,113 626,887

　２　会議費 181,000 66,345 114,655

9,158,000 8,908,428 249,572

Ⅱ　受託事業 15,570,000 13,956,384 1,613,616

　１　種苗量産化試験 4,085,000 3,677,473 407,527

　２　漁場管理技術指導 1,200,000 974,661 225,339

　３　増養殖技術普及指導 506,000 175,252 330,748

　４　施設維持管理費 1,473,000 1,443,280 29,720

支 　５　アラメ種苗生産 1,360,000 926,289 433,711

　６　アラメ藻場造成業務 589,000 328,629 260,371

　７　クルマエビ中間育成 1,003,000 1,003,000 0

　８　賀露かにっこ館委託 5,096,000 5,096,000 0

　９　カサゴ中間育成 258,000 331,800 △ 73,800

Ⅲ　補助事業 23,271,000 19,791,148 3,479,852

　１　放流用種苗生産 18,418,000 15,819,246 2,598,754

　２　養殖用種苗生産 1,946,000 1,448,403 497,597

　３　養殖開拓事業 2,542,000 2,286,259 255,741

出 　４　栽培技術実証研修 365,000 237,240 127,760

当期支出合計(C) 100,023,000 93,938,418 6,084,582

0 0 0

0 0 0

　当期収支差額(A)－(C)

　次期繰越収支差額(B)－(C)

　３　事務費

　　　業務

差　異科　　　目 予算額 決算額



科　　　　目 科　　　　目

円 円

Ⅰ　流動資産 11,192,289 Ⅰ　負債 60,084,473

　１　現金預金 5,910,420 　１　流動負債 11,192,289

　　(1) 普通預金 5,910,420 　　(1) 未払金 11,048,529

　２　未収金 5,281,869  　 (2) 預り金 143,760

　２　固定負債 48,892,184

Ⅱ　固定資産 318,926,113 　　(1) 退職給与引当金 48,892,184

　１　基本財産 232,850,000

　　(1) 投資有価証券 232,500,000 Ⅱ　正味財産 270,033,929

　　(2) 定期預金 350,000 　(うち基本金) ( 232,850,000 )

　２　その他の固定資産 86,076,113 　(当期正味財産増加額) ( 126,242 )

　　(1) 什器備品 783,929

　　(2) 投資有価証券 17,500,000

　　(3) 定期預金 18,900,000

　　(4) 退職給与引当金預金 48,892,184

合　　　計 330,118,402 合　　　計 330,118,402

財団法人　鳥取県栽培漁業協会
貸　借　対　照　表

（平成１７年３月３１日現在）

金　　額金　　額

負 債 及 び 正 味 財 産 の 部資　　　産　　　の　　　部



三 平成１７年度事業計画

１ 受託事業

(1) 種苗量産化試験

バ イ 殻高 １０mm １００千個

オ ニ オ コ ゼ 全長 ５０mm １０千尾

イ ワ ガ キ 殻長 ３０mm ５千個

稚貝付着ホタテ殻 １千枚

(2) 栽培技術普及指導

・種苗放流

アワビ（１５地区 、サザエ（１０地区）において放流前の外敵駆除及び放流時の立）

会い指導、その後の生残状況調査を実施する。

クルマエビ（１地区）の囲い網設置と収容時の立会い指導、育成状況把握と生残状

況調査を実施する。

・養 殖

ヒラメの養殖経営体３地区、クルマエビの養殖経営体１地区、クロアワビ、メガイ

アワビ養殖経営体２地区、ワカメ養殖経営体３地区、イワガキ養殖経営体２地区につ

いて技術の普及指導を行う。

・増 殖

イワガキの増殖事業に取組む５地区についての技術普及指導を行う。

(3) アラメ種苗生産および中間育成

株縄１５０ｍ、苗板１５０枚の生産をする。

(4) アラメ藻場造成事業

漁業者が行う造成事業に対して技術指導を行う。

藻場の減少した海域及び、魚礁などにアラメの移植を行う。

(5) 標識用クルマエビの中間育成

体長２８mmの種苗１０万尾を５０mmまで中間育成する。

(6) 施設の維持管理

種苗生産に係る施設の維持管理及び保守は、施設・機器の点検手入れ基準に従って行

い、その適正な運転を確保する。

(7) とっとり賀露かにっこ館飼育管理業務

「とっとり賀露かにっこ館」で展示するカニ類等の水産生物を収集し、それらの飼育

を行うとともに、かにっこ館の管理運営業務を行う。



(8) カサゴ中間育成事業

漁業者及び養殖業者から委託を受け、３５㎜の種苗延べ１１千尾を８０㎜まで中間育

成する。

２ 補助事業

(1) 放流用種苗生産

クロアワビ 殻長 ３０mm １１７千個

メガイアワビ 殻長 ３０mm １５千個

サ ザ エ 殻高 ９mm ２９３千個

クルマエビ 体長 ２８mm ２，６００千尾

(2) 養殖用種苗生産

全 雌 ヒラメ 全長 ５０mm ３０千尾

(3) 養殖開拓事業

養 殖 ヒラメ 全長 ３２０mm ３，０００尾

３ 栽培技術実証研修

種苗生産に係る最新技術の情報の収集及び新技術の実証研修を行う。



備　考

千円 千円 千円

Ⅰ　県支出金収入 76,542 81,095 △ 4,553

　１　県補助金収入 62,793 65,783 △ 2,990

13,749 15,312 △ 1,563

Ⅱ　諸収入 5,230 5,229 1

　１　諸収入 5,230 5,229 1

14,921 13,441 1,480

　１　生産収入 14,921 13,441 1,480

収

Ⅳ　中間育成収入 349 258 91

　１　中間育成収入 349 258 91

入

当期収入合計(A) 97,042 100,023 △ 2,981

前期繰越収支差額 0 0 0

収入合計(B) 97,042 100,023 △ 2,981

　２　県受託金収入

Ⅲ　生産収入

財団法人　鳥取県栽培漁業協会
収　支　予　算　書

（平成１７年４月１日から平成１８年３月３１日まで）

科　　　目 予算額 前年度予算額 増　減



備　考

千円 千円 千円

Ⅰ　協会運営費 61,665 61,182 483

　１　職員費 52,792 51,843 949

　２　会議費 171 181 △ 10

　３　事務費 8,702 9,158 △ 456

Ⅱ　受託事業費 13,749 15,312 △ 1,563

　１　種苗量産化試験 2,976 4,085 △ 1,109

　２　栽培技術者普及指導 1,098 0 1,098

　３　施設維持管理費 1,473 1,473 0

　４　アラメ種苗生産 1,426 1,360 66

支 　５　アラメ藻場造成業務 640 589 51

　６　クルマエビ中間育成 846 1,003 △ 157

　７　賀露かにっこ館業務 5,290 5,096 194

　　　漁場管理技術指導 0 1,200 △ 1,200

　　　増養殖技術普及指導 0 506 △ 506

Ⅲ　補助事業費 21,279 23,271 △ 1,992

　１　種苗生産事業 18,324 0 18,324

　２　展示養殖事業 2,511 2,542 △ 31

　３　栽培技術実証研修 444 365 79

　　　放流用種苗生産 0 18,418 △ 18,418

出 　　　養殖用種苗生産 0 1,946 △ 1,946

Ⅳ　地域栽培推進事業費 349 258 91

　１　カサゴ中間育成 349 258 91

当期支出合計(C) 97,042 100,023 △ 2,981

0 0 0

0 0 0

（注）借入金限度額　10,000千円

　次期繰越収支差額(B)－(C)

増　減

　当期収支差額(A)－(C)

科　　　目 予算額 前年度予算額


